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地
震
対
策
で
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
地

震
で
自
分
や
家
族
が
命
を
失
っ
た
り
ケ
ガ
を

し
た
り
し
な
い
対
策
を
す
る
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者
の
約
８
割

が
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
窒
息

死
や
圧
死
で
し
た
。
こ
の
事
実
か
ら
学
ぶ
べ

き
こ
と
は
、
ま
ず
は
、
自
ら
の
住
宅
の
耐
震

性
を
高
め
る
こ
と
と
、
部
屋
の
中
の
家
具
な

ど
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
と
い
っ
た
「
家
庭

内
の
防
災
対
策
」
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
東
海
地
震
に
備
え
て
、
家
具
の

転
倒
防
止
器
具
の
無
料
取
り
付
け
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
や
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
の
世
帯
、
未
就
学
児
が
い
る

震
被
害
想
定
）。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

通
常
の
何
十
倍
も
の
負
傷
者
が
病
院
に
殺
到

し
ま
す
。
救
護
病
院
と
な
る
市
立
総
合
病
院

や
藤
枝
平
成
記
念
病
院
は
と
も
に
、大
混
乱
・

大
混
雑
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
救

護
病
院
は
、
緊
急
治
療
が
必
要
な
重
傷
者
や

入
院
治
療
が
必
要
な
中
等
傷
者
の
治
療
を
行

う
場
所
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
軽
傷
の
人
た

ち
が
、「
自
分
の
治
療
を
一
刻
も
早
く
」
と

救
護
病
院
に
殺
到
し
た
ら
…
。
救
え
る
は
ず

の
命
ま
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
人
数
の
医
師
・
看
護
師
と
、
限

ら
れ
た
薬
剤
・
機
材
で
、
一
人
で
も
多
く
の

命
を
救
う
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
市
内

地震から自らの命や家族の命を守る
ためには、日頃の対策と地域の防災
力強化が不可欠です。12月４日㈰に
行う地域防災訓練に参加して、いま
一度、自助・共助の防災対策を再確
認し、防災意識の向上に努めましょう。
問危機管理課　☎643･3111 内線382

区　分 場　所

救護所

瀬戸谷小・稲葉公民館
駐車場・葉梨小・広幡
小・西益津小・藤枝小・
藤岡小・青島小・青島
東小・高洲小・大洲小・
岡部小

救護病院 市立総合病院
藤枝平成記念病院

災害拠点病院 市立総合病院

母
子
家
庭
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
、
危
機
管

理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
災
害
の
発
生
で
周
囲
は
ケ
ガ
人
ば

か
り
。
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す

か
。
平
常
時
な
ら
、
１
１
９
番
通
報
を
す
れ

ば
、
救
急
車
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
し

か
し
、
大
地
震
が
発
生
し
、
一
瞬
に
し
て
広

範
囲
が
被
災
し
た
場
合
、「
消
防
車
や
救
急

車
は
来
な
い
（
行
け
な
い
）
の
で
す
」。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
、
頼
り
に
な
る
の
が
地
域

の
力
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
多

く
の
人
た
ち
が
倒
壊
建
物
の
下
か
ら
救
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
救
助
活
動
の
多
く

は
、
近
隣
住
民
が
協
力
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。
地
域
の
住
民
が
助
け
合
う
こ
と
で
多
く

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の

防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

県
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
東
海
地
震

の
際
は
、
ほ
ぼ
県
内
全
域
で
震
度
６
弱
以

上
（
Ｍ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド８
程
度
）
の
揺
れ
が
１
分
以
上
続
き

ま
す
。
予
知
な
し
、
冬
の
朝
５
時
に
東
海
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
県
内
の
死
者
は
、
約

５
９
０
０
人
。
市
内
で
は
、
死
者
２
７
１
人
、

重
傷
者
７
１
０
人
、
中
等
傷
者
３
５
１
８
人

と
予
想
さ
れ
、
市
民
の
約
３
％
が
死
傷
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
13
年
第
３
次
地

12
カ
所
に
救
護
所
（
別
表
）
を
設
置
し
ま
す
。

救
護
所
に
は
、
地
域
の
病
院
か
ら
医
師
や
看

護
師
な
ど
の
医
療
関
係
者
が
出
動
し
ま
す
。

　

救
護
所
で
は
、
負
傷
者
の
重
傷
度
、
治
療

の
緊
急
度
か
ら
選
択
し
、
治
療
の
優
先
順
位

を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
ト
リ

ア
ー
ジ
と
い
い
、
災
害
時
の
医
療
行
為
に
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
こ
の
ト
リ
ア
ー

ジ
に
よ
り
、
軽
傷
者
は
、
救
護
所
で
応
急
処

置
が
行
わ
れ
ま
す
。
重
傷
者
や
中
等
傷
者
と

判
断
さ
れ
る
と
、
救
護
病
院
に
搬
送
さ
れ
、

病
院
内
で
再
度
ト
リ
ア
ー
ジ
（
二
次
ト
リ

ア
ー
ジ
）
が
行
わ
れ
た
後
、
専
門
的
な
治
療

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
自
身
や

家
族
、
近
所
の
人
が
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
ま
ず
救
護
所
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
負
傷
者
を
救
護
所
へ
搬
送
す
る
場
合
、
ケ

ガ
を
し
た
時
の
状
況
、
救
出
し
た
と
き
の

状
況
、
時
間
な
ど
を
記
録
し
、
救
護
所
の

医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
４
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日
で
す
。
こ

の
日
、
市
内
の
各
地
区
で
、
地
域
防
災
訓
練

を
行
い
ま
す
。
今
回
の
メ
ー
ン
会
場
は
岡
部

小
学
校
、
サ
ブ
会
場
は
青
島
小
学
校
で
す
。

午
前
９
時
に
東
海
地
震
が
突
然
発
生
し
、
市

内
全
域
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
を
観
測
、

多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
と
い
う
想
定
で
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
東
海
地
震
。

い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
な
行
動
を
取
れ
る
よ

う
に
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
再
確
認
と
心
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
地
域
ご
と
の
訓
練
日
時
・
訓
練
内
容
な
ど

は
、
お
住
ま
い
の
自
主
防
災
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12月４日㈰は地域防災の日

病
院
は
重
傷
者
の
た
め

ま
ず
は
救
護
所
へ

地
域
の
力
で
防
災

昨年の地域防災訓練の様子
放水体験、消火器の使用体験、倒
壊家屋からの救出訓練、トリアー
ジを受けた負傷者役の応急処置訓
練などを行いました。

まずは救護所の確認を！（表）

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を

家
庭
内
の
防
災
対
策

（死亡）

（重傷）

（中等傷）

（軽傷）

処置なし・
救護病院へ
搬送

・
・

救護所で
応急処置

・

▼救護所で使用するトリアージ・タッグ。
負傷の程度を選別するために使う

自らの命を
自らで守るためにすべきこと

・

地震だ！
落ち着いて身を守る。
□火の元、脱出口
を確認

３秒

揺れが止まった
津波や山崩れ、崖
崩れからすぐ避難。
□火元を消す
□家族の安否確認
□非常持出品を持
ち、避難開始

１～２分

みんな無事か？
余震に気をつけて。
□火災が起きたら
大声で周りに知
らせる。消火器
やバケツリレー
で初期消火に努
める

３分

情報収集
デマに惑わされない。
□市や自主防災会
の情報を確認

□電話はなるべく
使わない

□安否情報は伝言
ダイヤル１７１

５～10分

みんなで消火・
救出活動開始
□消火・救出が難
しいときは消防
署などへ連絡

□簡単なケガの手
当ては自ら行う

10分～数時間

生活必需品は備 
蓄で賄う
□水・食料・常備
薬などは備蓄で

□同報無線に注意
□壊れた家に入ら
ない

～３日

地震発生後は、１分１秒無駄にできません。地震が発生してからどのような行動を取れ
ば良いか、再確認しましょう。

“命の時計”大地震！時間の針は戻せない
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平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

に
実
施
し
た
第
４
次
市
行
財
政
改

革
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

５
年
間
で
１
１
８
項
目
を
実
施

し
、
約
81
億
円
の
取
り
組
み
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
度

は
、
約
23
億
円
の
取
り
組
み
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
取
り
組
み

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
と
の
協
働
と
公
正
・
透
明
性

の
確
保

◦
ま
ち
美
化
里
親
制
度
の
推
進

　

22
年
度
…
33
団
体
１
１
６
８
人

◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
ア
ク
セ
ス
件
数
）

　

22
年
度
…
約
53
万
１
千
件

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立

◦
公
営
企
業
の
中
期
経
営
計
画
の

推
進
（
効
果
額
…
８
億
３
５
０

０
万
円
）

◦
給
与
構
造
改
革
の
実
施
（
効
果

減
額
…
３
億
５
３
０
０
万
円
）

地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
た
自

主
的
・
自
立
的
な
行
財
政
運
営
の

確
立

◦
市
税
の
賦
課
・
徴
収
の
一
元
化

（
効
果
額
…
１
億
１
４
０
０
万

円
）

◦
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

（
効
果
額
…
１
３
０
０
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日
、
沖
縄
県
宮
古
島
市

の
下
地
市
長
を
藤
枝
市
役
所
に
迎

え
、
友
好
都
市
提
携
の
調
印
式
と

災
害
時
相
互
支
援
協
定
の
締
結
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
宮
古

島
の
漁
業
組
合
と
藤
枝
の
機
械
製

造
業
者
が
「
も
ず
く
」
を
縁
に
産

業
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

交
流
が
契
機
と
な
り
、
さ
ら
な
る

交
流
の
機
運
が
高
ま
り
、
両
市
が

正
式
に
友
好
都
市
提
携
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
、産
業
・

経
済
分
野
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

宮
古
島
市
は
、
人
口
約
５
万
５

千
人
。
面
積
約
２
０
５
㎢
。
観
光

と
農
業
が
主
産
業
で
マ
ン
ゴ
ー
や

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

消防機材の使い方を指導〜消防と警察が合同訓練〜 問中央消防署　☎641･5000

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Nov.

藤の里

Fujieda City News

さまざまな分野で交流を〜宮古島市と友好都市提携〜 問企画政策課　内線313

５年間で約81億円の取り組み効果〜第4次市行財政改革〜 問行政経営課　内線392

　

本
市
で
は
、
公
の
施
設
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
見
極
め
る

た
め
、
外
部
評
価
を
行
い
、
こ
の

ほ
ど
、
そ
の
評
価
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
評
価
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

優
良
施
設
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
フ
藤
枝
）、

瀬
戸
谷
温
泉
施
設
（
ゆ
ら
く
）

良
好
施
設
／
岡
部
玉
露
の
里
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
円
月
荘
、
勤
労

者
体
育
館
、
大
久
保
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
場
、
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場
、

陶
芸
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、

駅
南
自
転
車
駐
車
場
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
き
す
み
れ
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
藤
美
園
、
総
合
運
動

公
園
、
市
民
体
育
館
、
市
武
道

館
、大
洲
温
水
プ
ー
ル
、西
益
津

温
水
プ
ー
ル
、
市
民
テ
ニ
ス
場

適
切
施
設
／
い
き
い
き
サ
ロ
ン
藤

の
里
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

要
改
善
施
設
／
葉
梨
西
北
活
性
化

施
設
（
白
ふ
じ
の
里
）、
朝
比

奈
活
性
化
施
設
（
た
ま
ゆ
ら
）

※
要
改
善
施
設
で
は
、
す
で
に
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

※
今
回
、
不
適
切
施
設
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日
、
藤
枝
小
学
校
で
４

年
生
92
人
を
対
象
に
自
転
車
交
通

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安

全
日
本
一
を
目
指
す
本
市
で
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
。
本
年
度

は
、
瀬
戸
谷
・
葉
梨
・
岡
部
・
稲

葉
の
各
小
学
校
で
も
実
施
し
ま
す
。

自
転
車
交
通
教
室
で
は
、
ま
ず

講
義
を
行
い
、
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
交
通
教
室
終
了
後
、
受
講
し

た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
転
車
運

転
免
許
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

実
技
で
は
、
講
師
を
務
め
た
交

通
指
導
員
か
ら
「
自
転
車
も
車
両

で
す
。
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」「
歩
道
を
走
る
場
合
は

車
道
側
を
走
ろ
う
」
な
ど
と
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「サンライフ藤枝」と「ゆらく」が優良〜公の施設の管理運営〜 問行政経営課　内線392自転車の安全運転の方法を学ぶ〜自転車交通教室〜 問市民協働課　内線266

10
月
18
日
、
中
央
消
防
署
で
市

消
防
署
と
藤
枝
警
察
署
が
地
震
や

台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、

合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練

に
は
、
消
防
側
か
ら
ポ
ン
プ
隊
や

救
助
隊
の
14
人
、
警
察
側
か
ら
第

一
方
面
機
動
隊
の
14
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

警
察
官
14
人
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
の
操
作
方

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
車
に
よ
る
放
水
訓
練
、
は
し

ご
車
や
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
高
所

か
ら
の
救
助
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
警

察
と
消
防
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
回
の
合
同
訓
練
は
、
有
事

の
際
の
連
携
を
強
め
る
た
め
に
、

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

澤　

有あ
り

好よ
し

さ
ん

（
田
中
一
）

有
馬
新し

ん

子こ

さ
ん

（
駿
河
台
一
）

岡
嵜
匡ま

さ

志し

さ
ん

（
高
柳
三
）

杉
本
吉
弘
さ
ん

（
下
藪
田
）

田沼魁
さきがけ

太鼓育成会

多年にわたり、内科医・小児科
医として地域医療を支え、志太医
師会理事・監事などの要職を歴任
されました。この間、学校医とし
て児童・生徒の健康管理に尽力さ
れるとともに、市民の保健衛生の
向上に大きく貢献されました。

多年にわたり、民生委員・児童
委員を務められ、市民生委員･児
童委員協議会副会長などの要職を
歴任されました。この間、行政や
関係機関との連携強化に努めると
ともに、地域福祉の向上と民生の
安定に大きく貢献されました。

多年にわたり、市議会議員を務
められ、副議長・総務企画委員会
委員長などの要職を歴任されまし
た。この間、議会運営の円滑な推
進に努められるとともに、地方自
治の発展と市民生活の向上に大き
く貢献されました。

多年にわたり、市農業委員を務
められ、会長などの要職を歴任さ
れました。この間、農業に関する
豊富な知識を生かし、地域に密着
した活動に努め、優良農地の確保
を図るなど農業の振興に大きく貢
献されました。

多年にわたり、太鼓演奏を通じ
て地域・世代間の交流に努め、地
域の活性化に尽力されています。
また、子どもたちの郷土愛醸成や、
健康・体力の増進、礼儀作法の指
導など、青少年の健全育成に大き
く貢献されています。

保健衛生功労 社会福祉功労

自治振興功労農業振興功労

青少年健全育成功労
芸術文化振興功労

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
度

藤
枝
市
表
彰

11
月
３
日
に
、
平
成
23
年
度
の
市
表
彰
式
を
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
４
人
と
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
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10月15日、病院のことをよく知ってもらおうと
「病院ふれあいフェスタ」を市立総合病院で開催。
当日はあいにくの雨にもかかわらず、約３千人が会
場を訪れました。プチドクター・プチナースの体験
コーナーやラムネ
をつぶして粉薬を
作るコーナーには、
行列ができるほど
でした。普段入る
ことのできない手
術室などを探検す
る院内探検ツアー
も大人気でした。
また、当日は、

中部看護専門学校
の学生も、ボラン
ティアスタッフと
して参加してくれ
ました。

10月８日、水上にあるビオ田んぼで稲刈
り体験を行いました。親子など約50人が参
加し、カマを使った稲刈りに挑戦。カマの
使い方を教わりながら、慎重に刈り取って
いました。参加者の多くは、６月の田植え
も体験。「自分たちで植え、自分たちで収
穫できるのは、子どもたちにとっていい経
験です」と、親子で実りの秋を満喫してい
ました。１月には、今回収穫したお米で餅
つきを行います。

10月23日、藤枝初の食の祭典「フードスマイル
フェスティバル」を市民体育館・武道館で開催しま
した。当日は、「食文化堪能ゾーン」や「屋外出店ゾー
ン」などに63店が出店。１万人以上が会場を訪れま
した。友好都市の楊

ヤン

州
ジ ュ

市や沖縄県宮古島市などが参
加したブースも大人気。周辺では、「駅北て～しゃ
ばストリート」も開催されました。

12月11日までの第２・第４の土・日曜日に開催中の「て～しゃ 
ばストリート105」で、10月９日、「て～しゃば和太鼓フェスティバ 
ル」が開催されました。出演は、藤枝太鼓や遠州天竜太鼓龍勢組（浜
松市）など４団体。会場には、勇壮な太鼓の音が響き渡りました。
演奏後は、和太鼓教室も開催され、フェスティバルを楽しんだ多
くの人たちがバチを手に和太鼓の打ち方を学んでいました。

10月10日の体育の日に、大井川河川敷グラウンドゴルフ場
で、第21回市民グラウンドゴルフフェスティバルと第29回市グ
ラウンドゴルフファミリー大会を同時開催しました。両大会には、
合わせて約50チームが参加。ファミリー大会に参加した家族は、
「思った以上に難しかった」と言いながらも、家族で楽しい１日
を過ごしていました。

広幡幼稚園では、園児たちの交通安全意識を高めようと、交通
安全教室を毎年開催しています。今年は、10月13日に市内の自動
車教習所で行われ、全園児165人が参加しました。教習所の道路
を使い、横断歩道の渡り方を体験したり、自動車の死角について
学んだりしました。「黄色信号は『止まれ』と覚えましょう」と
の指導に、園児たちは「はい」と元気よく返事をしていました。

10月21日、市私立幼稚園協会主催の「子育てフェア」が総合運
動公園で開催され、幼稚園児や保護者など約４千人が会場を訪れ
ました。陸上競技場には、８つのサッカーコートが設けられ、園
児たちは、走ったり、転んだりしながら、一生懸命サッカーボー
ルを追いかけていました。多目的広場にも、多くのアトラクショ
ンが用意され、親子でにぎわっていました。

病院への応援団が３千人

サッカーって楽しいな

みんなで約束「黄色は止まれ」

て～しゃばに響きわたる和太鼓の音

狙うはホールインワン

食で文化の交流を深める

たわわに実った稲を収穫

ＨＯＴ
ほっと
フォト

November. 2011
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れ
以
前
に
作
ら
れ
た
土
器
は
野
焼

き
と
い
っ
て
、
た
き
火
で
焼
き
上

げ
た
よ
う
な
も
の
。
素
焼
き
で
、

色
は
赤
く
、
も
ろ
い
土
器
で
し
た
。

　

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）
に

登
場
す
る
須す

恵え

器き

は
、
朝
鮮
半
島

か
ら
伝
わ
っ
た
新
技
術
で
制
作
さ

れ
た
も
の
で
、
窯
の
中
で
焼
き
上

げ
る
、
灰
色
で
固
く
焼
き
し
ま
っ

た
土
器
で
す
。
窯
跡
は
、
山
の
斜

面
を
掘
り
抜
い
て
つ
く
ら
れ
て
い

て
、
現
代
の
窯
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
構
造
で
す
。
し
か
し
、
失

敗
作
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
窯
跡

か
ら
は
捨
て
ら
れ
た
大
量
の
土
器

の
破
片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

注
目
の
逸
品
を
実
物
で
展
示

　

遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
る
の
は
、

土
器
の
か
け
ら
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
精
巧
な
技
術
で
作
ら
れ

た
木
工
品
や
金
銀
細
工
な
ど
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
古
墳

時
代
に
は
、
す
で
に
金
銀
の
メ
ッ

キ
や
、
金
銀
を
は
め
込
む
象ぞ

う

嵌が
ん

の

技
術
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
で
昭

和
40
年
（
１
９
６
５
）
ご
ろ
に
発

見
さ
れ
た
「
双そ

う

龍り
ゅ
う

環か
ん

頭と
う

大た

刀ち

柄つ
か

頭が
し
ら

」
は
、
金
銀
で
装
飾
さ
れ
た
、

そ
れ
は
見
事
な
刀
の
飾
り
金
具
で

す
。
こ
の
よ
う
な
き
ら
び
や
か
な

飾
り
付
き
の
刀
を
手
に
で
き
た
人

物
は
、
相
当
身
分
が
高
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
藤
枝
の
出
土
品

の
な
か
で
は
、
全
国
か
ら
注
目
を

集
め
る
逸
品
で
す
。

　

出
土
品
の
う
ち
、
銅
製
品
や
鉄

製
品
は
、
発
掘
し
た
と
き
は
さ
び

の
固
ま
り
。
普
通
の
人
が
見
つ
け

た
ら
、
捨
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
さ
び

を
専
門
の
保
存
処
理
技
術
で
丁
寧

に
削
っ
て
い
く
と
、
驚
く
よ
う
な

装
飾
が
現
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
瞬
間
は
、
太
古
の
世

界
が
目
の
前
に
広
が
る
よ
う
で
す
。

　

12
月
11
日
㈰
ま
で
開
催
す
る
郷

土
博
物
館
企
画
展
「
発
掘
さ
れ
た

藤
枝
」
で
は
、「
双
龍
環
頭
大
刀

柄
頭
」
の
実
物
を
展
示
（
通
常
は

複
製
品
）。
原
始
時
代
の
芸
術
作

品
と
も
い
え
る
押お

ん

出だ

シ
遺
跡
（
三

島
市
）
出
土
の
縄
文
土
器
や
、
弥

生
時
代
の
謎
多
き
楽
器
で
あ
る
銅ど

う

鐸た
く

（
磐
田
市
・
西に

し

の
谷や

遺
跡
）
な

ど
、
県
内
で
発
掘
さ
れ
て
話
題
を

呼
ん
だ
名
品
の
数
々
を
市
内
初
公

開
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

えだっこじてん

問文化財課　☎645･1100

古
代
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
か
ら
約
１
万
５
千
年
前
に
は
、

藤
枝
に
も
人
が
暮
ら
し
始
め
ま
し

た
。
旧
石
器
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

の
こ
と
で
す
。
人
々
は
、
竪た

て

穴あ
な

式し
き

住
居
に
住
み
、
狩
り
や
木
の
実
拾

い
な
ど
で
手
に
入
れ
た
食
料
を
調

理
し
て
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
は
る
か
昔
の
人
々

の
生
活
跡
が
、
永
い
年
月
の
う
ち

に
土
の
中
に
埋
ま
り
、
現
代
ま
で

残
さ
れ
た
場
所
が
遺
跡
で
す
。

　

現
在
、
来
夏
に
開
通
予
定
の
新

東
名
高
速
道
路
の
建
設
が
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
工
事
に
先

立
っ
て
、
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
市

内
で
も
12
カ
所
で
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
平
成

15
年
に
見
つ
か
っ
た
の
が
中
ノ
合

の
衣こ

ろ
ん

原ば
ら

窯か
ま

跡あ
と

群ぐ
ん

で
す
。
土
器
を
焼

い
た
窯
跡
と
し
て
は
志
太
地
域
で

は
最
古
。
今
か
ら
約
１
５
０
０
年

前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

▲注目の「双龍環頭大刀柄頭」

組
織
的
な
サ
ギ
が
増
加
中

〈
事
例
〉

　

突
然
、
知
ら
な
い
業
者
Ａ
社
か

ら
電
話
が
あ
り
、「
Ｃ
社
の
石
炭

採
掘
権
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
高
値

で
買
い
取
る
」と
言
わ
れ
た
。持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
う
言
っ

て
電
話
を
切
っ
た
。
す
る
と
、
後

日
、
や
は
り
知
ら
な
い
業
者
Ｂ
社

か
ら
「
Ｃ
社
の
石
炭
採
掘
権
を
一

口
50
万
円
で
買
わ
な
い
か
」
と
電

話
勧
誘
が
あ
っ
た
。
Ａ
社
に
相

談
す
る
と
、「
ぜ
ひ
買
っ
て
く
れ
。

80
万
円
で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ

た
。
早
速
、
Ｂ
社
か
ら
Ｃ
社
の
採

掘
権
を
購
入
。
Ａ
社
に
買
い
取
っ

て
も
ら
お
う
と
連
絡
し
た
が
、
連

絡
が
と
れ
な
い
。

　
「
原
発
事
故
の
影
響
で
、
今
後

は
火
力
発
電
に
移
行
す
る
。
石
炭

採
掘
権
を
買
え
ば
絶
対
も
う
か

る
」
と
言
わ
れ
購
入
し
た
、「
高

値
で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
、
採

掘
業
者
の
社
債
を
購
入
し
た
ら
、

も
の
で
す
。
以
前
失
っ
た
お
金
を

取
り
戻
し
た
い
一
心
で
、
ま
た
だ

ま
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
典
型
的

な
二
次
被
害
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
が
、
業
者

と
の
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
初

め
て
、
だ
ま
さ
れ
た
と
気
付
い
て

い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
支
払
っ

た
お
金
が
戻
っ
て
く
る
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
絶
対
も
う
か
る
」「
も
う
け
を

保
証
す
る
」
と
言
う
業
者
の
口
車

に
乗
る
と
、
自
分
の
大
切
な
財
産

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
怪
し

い
も
う
け
話
の
勧
誘
が
あ
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
絶
対
も
う
か
る
」
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

～
怪
し
い
投
資
に
関
す
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中
～

買
い
取
り
業
者
と
連
絡
が
と
れ
な

く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
採
掘
権

や
社
債
な
ど
の
購
入
ト
ラ
ブ
ル
が
、

若
い
世
代
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
平
均
の
被
害
額
は
一
人

当
た
り
約
１
千
万
円
と
高
額
。
業

者
か
ら
単
純
に
勧
誘
さ
れ
た
場
合

は
断
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
事
例

の
よ
う
に
、
複
数
の
業
者
が
登
場

す
る
と
…
。「
あ
な
た
だ
け
へ
の

情
報
で
す
」
と
投
資
欲
を
あ
お
っ

た
り
、
金
融
庁
や
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
か
た
っ
て
安
心
さ
せ

た
り
…
。
消
費
者
心
理
を
巧
み
に

揺
さ
ぶ
っ
て
、
契
約
さ
せ
ま
す
。

気
付
い
た
と
き
は
手
遅
れ

　

過
去
に
投
資
の
被
害
に
遭
っ
た

人
が
、
ま
た
被
害
に
遭
う
例
も
増

え
て
い
ま
す
。「
損
を
取
り
返
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
近
づ
き
、

損
を
取
り
返
す
た
め
の
新
た
な
契

約
を
結
ば
せ
た
り
、
問
題
解
決
の

手
数
料
を
支
払
わ
せ
た
り
と
い
う

消費
生活編

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　

No.82

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
６
４
３
・
３
３
０
５

税に関する作品  入賞者発表
問納税課　内線632

作文の部（敬称略）
県納税貯蓄組合連合会優秀賞

菊川 夏実（大洲中３年）
田山 祥吾（藤枝明誠中２年）

藤枝税務署署長賞
石川 裕

ゆう

紀
き

（高洲中３年）
県藤枝財務事務所所長賞

瀧川 菜々美（岡部中３年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞

西村 桐
とう

香
か

（藤枝中３年）
前田 昴

こう

輝
き

（藤枝中３年）
八木 恵莉（青島中３年）
朝比奈 遥（大洲中２年）
今井 七

なな

萌
ほ

（青島北中３年）
加藤 優

ゆ

里
り

（岡部中３年）
齋藤 公

ゆき

乃
の

（藤枝明誠中１年）
尾針 彩音（藤枝明誠中３年）

習字の部（敬称略）
県納税貯蓄組合連合会各賞
銀　賞　三浦 菜月（葉梨小６年）
銅　賞　細川 亜美（葉梨小６年）
佳　作　森 千

ゆみ

夏
か

（藤枝小６年）
福井 咲

さき

穂
ほ

（青島小６年）
渡辺 しおり（青島小６年）
松本 萌（葉梨小６年）
大塚 優衣（青島北小６年）

藤枝税務署署長賞
小林 菜々（青島北小６年）

藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞
山内 遥

はる

陽
ひ

（藤枝小６年）
戸塚 まりも（青島小６年）
岡谷 真帆（青島小６年）
小山 航輝（青島東小６年）
石田 友

ゆ

海
み

（高洲小６年）

ポスターの部（敬称略）
県納税貯蓄組合連合会各賞
金　賞　池谷 ひより（藤枝中央小６年）
銀　賞　鈴木 春香（藤枝小６年）
銅　賞　桜田フェルナンダ 美加（青島小６年）
佳　作　鈴木 優太朗（藤枝中央小６年）

西澤 柚
ゆず

香
か

（青島小６年）
松本 裕

ゆう

貴
き

（青島小６年）
大場 さくら（高洲小６年）

藤枝財務事務所所長賞
梅本 明日菜（葉梨小６年）

母子家庭などへの修学資金・就学支度資金貸付制度
問児童課　内線630

対象／高校や大学、専門学校などに通学

中か、入学を希望している子どもを養

育している、学費の支払いが困難な母

子家庭や両親のいない家庭

申し込み／児童課へご相談の上、申請書

に必要事項を記入し、関係書類を添え

て、直接、児童課へ

※新年度からの貸し付けを新たに希望す

る場合は、就学支度資金は平成24年１

月24日㈫までに、修学資金は２月22日

㈬までに申請書を提出してください。

※他の奨学金などとの併用はできません。

※貸付開始日は、申請日や進路決定状況

により異なります。

学校種別 貸付限度額（月額）
高等学校・専修学校（高等課程）

国
公
立

１万８千円（２万３千円）

私
立

３万円（３万５千円）
高等専門学校 ２万１千円（２万2,500円） ３万２千円（３万５千円）
短期大学・専修学校（専門課程） ４万５千円（５万１千円） ５万３千円（６万円）
大学 ４万５千円（５万１千円） ５万４千円（６万４千円）
専修学校（一般課程） ３万１千円

【修学資金貸付限度額】　※（ ）は自宅外からの通学の場合

学校種別 貸付限度額
高等学校・高等専門学校・専
修学校（高等課程・一般課程）国

公
立

15万円（16万円）
私
立

41万円（42万円）

大学・短期大学・専修学校
（専門課程） 37万円（38万円） 58万円（59万円）

修業施設
（理容師・歯科技工士など） ９万円（10万円）

【就学支度資金貸付限度額】　※（ ）は自宅外からの通学の場合

入賞作品は、11月
11日 ㈮ ～25日 ㈮
に、市役所ロビー
に展示します。
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情
報

フ
ァ
イ
ル

広報ふじえだFujieda H23.11.5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

狩
猟
期
間
開
始

税
理
士
無
料
税
務
相
談

11
月
市
議
会
日
程

都
市
計
画
案
の
縦
覧

絵
手
紙
で
年
賀
状
作
り

歯
科
講
演
会

陶
芸
教
室

手
作
り
で
迎
え
る
お
正
月

家
族
介
護
教
室

狩
猟
期
間
が
始
ま
る
と
、
狩
猟
者
が

猟
銃
を
持
っ
て
山
に
入
り
ま
す
。
十

分
な
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
農
作
業
な
ど
で
山
に

行
く
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
狩
猟
期
間
／
11
月
15
日
㈫
〜
平
成

24
年
２
月
15
日
㈬

※
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
は
平
成
24
年

２
月
29
日
㈬
ま
で
。

※
猟
銃
に
よ
る
狩
猟
は
、
日
の
出
か

ら
日
没
ま
で
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
９

縦
覧
す
る
都
市
計
画
案
に
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
／
11
月
22
日
㈫
〜
12
月

５
日
㈪
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
） 

▼
縦
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
都
市
政

策
課　

▼
内
容
／
志
太
広
域
都
市
計

画
の
用
途
地
域
の
変
更
・
地
区
計
画

の
決
定　

▼
意
見
書
提
出
方
法
／

12
月
５
日
㈪
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）
で

〒
426‒

8722
市
内
岡
出
山
１‒

11‒

１
都

市
政
策
課
へ　

内
線
２
０
６

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人　

▼
と
き
／
12
月
10
日
㈯

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分　

▼
と

こ
ろ
／
駅
南
図
書
館　

▼
定
員
／
30

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
２
０

０
円　

▼
持
ち
物
／
絵
の
道
具
（
あ

る
人
）、
割
り
箸　

▼
申
し
込
み
／

11
月
15
日
㈫
か
ら
、
電
話
で
駅
南
図

書
館
へ　
　

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

▼
対
象
／
小
学
校
３
年
〜
６
年
生 

▼
と
き
／
12
月
26
日
㈪
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
20
人

（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
５
０
０
円

（
材
料
費
）　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
／
11
月
25
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
藤

枝
公
民
館
へ

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

▼
対
象
／
家
族　

▼
と
き
／
12
月
17

日
㈯
午
前
10
時
50
分
〜
18
日
㈰
午
後

２
時
（
１
泊
２
日
）　

▼
と
こ
ろ
／ 

県
立
焼
津
青
少
年
の
家　

▼
内
容
／ 

家
族
で
力
を
合
わ
せ
て
門
松
作
り
、

餅
つ
き
体
験
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど 

▼
定
員
／
15
家
族
（
抽
選
）　

▼
参

加
料
／
小
学
生
以
上
３
９
０
０
円

（
３
歳
〜
就
学
前
２
９
０
０
円
、
３ 

歳
未
満
１
１
０
０
円
）　

▼
材
料
費
・
通 

信
費
／
一
家
族
１
８
０
０
円　

▼
申

し
込
み
／
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
焼
津
青
少
年
の
家
へ

☎
６
２
４
・
４
６
７
５

市
立
総
合
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
の
実

施
内
容
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

・
１
泊
２
日
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
は
、

12
月
27
日
㈫
分
ま
で
で
休
止
し
ま 

す
（
た
だ
し
、す
で
に
そ
れ
以
降
の 

日
程
で
予
約
済
み
の
人
を
除
く
）。

・
こ
れ
ま
で
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し

て
実
施
し
て
い
た
『
脳
ド
ッ
ク
』

の
予
約
は
、
現
在
、
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

・
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
は
、

受
診
月
の
６
カ
月
前
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
健
診
推
進
室

☎
６
４
６
・
１
１
１
７

▼
対
象
／
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
、
介
護
に
協
力
し
て
い
る
人 

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公
民

館　

▼
講
師
／
吉
田 

守
さ
ん
（
脳
神

経
外
科
医
師
）　

▼
演
題
／
認
知
症

に
つ
い
て
〜
地
域
医
療
の
観
点
か

ら
〜　

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／

11
月
15
日
㈫
か
ら
、
電
話
で
安
心
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
第
２
開
寿
園
へ

☎
６
３
４
・
０
２
３
２

11
月
22
日
㈫
〜
12
月
16
日
㈮
の
25
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

定
例
会
日
程

11
月
22
日
㈫
…
議
案
上
程

12
月
２
日
㈮
・
５
日
㈪
…
一
般
質
問

６
日
㈫
…
一
般
質
問
・
議
案
質
疑

７
日
㈬
…
現
地
審
査

８
日
㈭
…
常
任
委
員
会

16
日
㈮
…
採
決

※
い
ず
れ
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局　

内
線
５
１
２

セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
柳
澤
幸
江 

さ
ん（
和
洋
女
子
大
学
教
授
）　

▼
演 

題
／
野
菜
嫌
い･

偏
食
の
子
ど
も
の

食
育　

▼
定
員
／
１
０
０
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
11
月
15
日
㈫
〜
30
日
㈬
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
藤
枝
歯
科

医
師
会
へ　

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

６
４
６
・
２
２
７
１

▼
と
き
／
12
月
８
日
㈭
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
保
健

市
立
総
合
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
に

関
す
る
お
知
ら
せ

平成23年度３期（12月〜平成24年３月）カルチャースクール受講生募集
問サンライフ藤枝　☎644･3012　

節目の成人歯科健診
問健康推進課　☎645･1111

大久保おおたむ祭り
問大久保キャンプ場　☎631･2227

とき／11月27日㈰午前９時～午後３時30分
ところ／大久保グラススキー場・キャンプ場
グラススキー場イベント
◎グラススキーとマウンテンボード無料体験レッスン
（滑走料別途）
午前10時～、11時～、午後1時～

◎餅つき体験と草餅サービス
午前11時～、午後２時～
◎大久保グルメの特別販売

※リフト無料・そりすべり無料(別途レンタル料100円）
※用具レンタル料（滑走料込）：グラススキー・マウン
テンボード…１時間1,010円、グラススクーター・ポッ
カール…30分510円

キャンプ場イベント
◎ヤマメ早釣り大会　午前10時～、午後１時～
（１時間1,500円。１人５匹まで。定員各20人）

※釣れない人には、２匹差し上げます。
※釣り大会終了後、ヤマメのつかみ取り（有料）。 ※他にも多くの講座があります。詳しくは、お問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

情報 ファイル

　〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　 643･3604

http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

藤枝市役所

▼
と
き
／
11
月
15
日
㈫
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
信
用
金
庫

（
藤
枝
・
藤
枝
上
・
藤
枝
駅
・
高
洲
・

岡
部
の
各
支
店
）　

▼
申
し
込
み
／

教室名 曜日 時間 回 教室名 曜日 時間 回
楽しい英会話教室（初級） 火 19:15～ 10:15 10 やさしい気功教室 火 13:00～ 14:30 12
はじめてのパソコン（パソコン持参） 火 19:30～ 11:30 12 気がるに太極拳（入門） 火 18:15～ 19:30 12
パソコン自主学習（パソコン持参） 火 13:30～ 15:30 ８ 気がるに太極拳（初級） 火 19:45～ 21:00 12
パソコン初級（パソコン持込可） 火 13:30～ 15:30 10 交流を楽しむ卓球教室（ラージボール） 水 19:15～ 10:45 12
楽しい中国語（初級） 水 13:00～ 14:30 12 ハワイアン　フラダンス 水 10:00～ 11:30 10
楽しい着付教室 木 10:00～ 12:00 ８ バドミントン教室（中高年・初心者コース） 木 19:00～ 20:30 12
実用ペン習字（初級） 木 19:30～ 11:30 ８ 骨盤修正＆ダイエットヨガ（１） 木 18:15～ 19:25 12
実用ペン習字（入門） 金 19:30～ 11:30 ８ 骨盤修正＆ダイエットヨガ（２） 木 19:35～ 20:45 12
入門・入段をめざす囲碁 金 19:30～ 12:00 12 ボディメイキング 金 19:30～ 11:00 12
たのしいプリザーブドフラワー 金 10:00～ 12:00 ４ ビギナーズ・エアロビクス 金 15:15～ 16:15 10
季節を楽しむ茶道教室（裏千家）（入門） 金 13:00～ 14:30 10

　平成23年４月２日～ 24年４月１日に、40歳・50歳・60
歳・70歳になる人を対象に、成人歯科健診を実施していま
す。歯科健診は、むし歯や歯周病・口腔がんなどの早期発
見のための健診です。中でも歯を失う原因の１位である歯
周病は、初期には症状がないため定期的な健診が重要です。
個別健診
とき／11月末まで　ところ／藤枝歯科医師会指定医療機関
申し込み／電話で藤枝歯科医師会指定医療機関へ
集団健診
とき／11月17日㈭午前８時30分～11時　
ところ／市保健センター　※直接会場へ

健診料金／600円
※指定医療機関は、受診券をご覧ください。
※対象者には、４月下旬に「成人歯科健診受診券」を郵送
しています。なお、70歳になる人は、申込制です。希望
する人は、健康推進課へご連絡ください。
※現在、受診中などで健診を受けない人、受診券の再発行
を希望する人は、健康推進課へご連絡ください。

糖
尿
病
勉
強
会
・
相
談
会

泉
町
配
水
場
設
備
点
検

▼
と
き
／
11
月
15
日
㈫
午
後
４
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

多
目
的
ス
ペ
ー
ス　

▼
講
師
／
井
上

幸
子
・
理
学
療
法
士　

▼
内
容
／
運

動
療
法
に
つ
い
て　

▼
参
加
料
／
無

料　

※
直
接
会
場
へ

問
市
立
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
４
６
・
１
１
９
３

泉
町
配
水
場
の
設
備
点
検
を
行
い
ま

す
。
水
が
出
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
17
日
㈭
午
後
１
時
〜

５
時

問
上
水
道
工
務
課

☎
６
４
６
・
４
１
１
２

対象／市内に住んでいるか、通勤している人　受講料／4,500円～12,500円
申し込み／11月18日㈮（必着）までに、往復ハガキまたはファクス、Eメールに、教室名・住所・氏名（フリガナ）・年
齢・職業・性別・電話番号を記入し、サンライフ藤枝へ　宛先：〒426‒0033市内小石川町4‒1‒11　 644･7931
　 info@sunlife-fujieda.com　 http://sunlife-fujieda.com/
◆注意事項◆　・申込多数の場合は、抽選となります。　・人数が少ないときは、開講しないことがあります。
　　　　　　　・申し込み後、受講料の返還や受講生の変更はできません。

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

▼
と
き
／
11
月
16
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
講
師
／
平
井
正
史
・

臨
床
工
学
士
、
藤
本
沙
紀
・
栄
養
士

▼
内
容
／
人
工
透
析
に
つ
い
て
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
食
生

活　

▼
受
講
料
／
無
料　

※
直
接
会

場
へ

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

電
話
で
焼
津
信
用
金
庫
へ

☎
６
２
３
・
１
１
２
３

問
課
税
課　

内
線
６
４
８

舗
装
修
繕
と
道
路
施
設
点
検
の
た
め
、

国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
が
夜
間
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
21
日
㈪
〜
12
月
５
日

㈪
午
後
９
時
〜
午
前
６
時　

▼
と
こ

ろ
／
内
谷
I.C.
〜
旗
指
I.C.

問
国
土
交
通
省
静
岡
国
道
事
務
所

☎
２
５
０
・
８
９
０
６

バ
イ
パ
ス
夜
間
通
行
止
め
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フ
ァ
イ
ル
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郷
土
博
物
館
の
体
験
学
習

▼
と
き
／
12
月
11
日
㈰
ま
で
の
火 

曜
〜
日
曜
日
（
11
月
24
日
㈭
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

▼
と

こ
ろ
／
郷
土
博
物
館　

▼
内
容
・
参

加
料
／
豆
本
作
り
…
１
０
０
円
、
来

年
の
干
支
の
土
人
形
作
り
…
大
２
０

０
円
・
小
１
０
０
円
、
勾ま

が

玉た
ま

作
り
…

２
０
０
円

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

行
政
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員
会

富
士
山
静
岡
空
港
朝
市

か
し
ば
や
　
恵
比
寿
講

北
高
ス
ト
ア

お
か
べ
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
会

子
ど
も
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ゆ
ら
く
寄
席

▼
と
き
／
11
月
12
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
８
時　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏

屋　

▼
講
談
師
／
田
辺
一い

ち

邑ゆ
う

さ
ん 

▼
内
容
／
宇
津
ノ
谷
峠
「
文ぶ

ん

弥や

殺

し
」
の
講
談
と
琵
琶
演
奏　

▼
入
場

料
／
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
） 

▼
申
し
込
み
／
前
日
ま
で
に
、
電
話

で
大
旅
籠
柏
屋
へ

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

本
市
の
事
業
を
市
民
代
表
・
事
業
者

代
表
・
学
識
経
験
者
で
組
織
す
る「
行

政
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員
会
」
で
評
価

し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
14
日
㈪
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大
会
議

室　

▼
内
容
／
本
年
度
、
本
市
が
実

施
し
た
全
事
業
総
点
検
の
う
ち
、「
市

の
４
Ｋ
施
策
（
健
康
・
予
防
、
教
育
、

環
境
、
危
機
管
理
）」
に
か
か
わ
る

事
業
に
つ
い
て
の
検
証
・
評
価

※
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課　

内
線
３
９
２

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰（
両

日
雨
天
の
場
合
は
26
日
㈯
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
富
士

山
静
岡
空
港　

▼
内
容
／
農
産
物
・

海
産
物
な
ど
の
販
売

問
県
空
港
利
用
政
策
課

☎
２
２
１
・
３
３
５
５

▼
と
き
／
11
月
18
日
㈮
午
後
２
時
〜

３
時
・
午
後
５
時
〜
６
時
（
２
回
公

演
）　

▼
と
こ
ろ
／
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ

ら
く　

▼
出
演
者
／
柳
家
小
は
ん 

さ
ん
（
落
語
家
）

※
直
接
会
場
へ
。入
館
料
が
必
要
で
す
。

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

▼
と
き
／
11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋　

▼
内 

容
／
く
じ
引
き
で
恵
比
寿
講
の
お
飾

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
お
し
る
こ
・
と

ん
汁
の
販
売

※
直
接
会
場
へ
。
お
飾
り
が
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

▼
と
き
／
11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
蓮
華
寺
池

ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
藤
枝
北
高
校
で

作
っ
た
農
産
物
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
藤

枝
ぐ
る
み
」
な
ど
の
販
売

問
藤
枝
北
高
校☎

６
４
１
・
２
４
０
０

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
50
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

20
分　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
ホ
ー
ル
お 

か
べ　

▼
内
容
／
ド
ラ
え
も
ん「
新
・

の
び
太
と
鉄
人
兵
団
」　

▼
入
場 

料
／
大
人
１
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
８
０
０
円
、
３
才
未
満
は
無
料

※
市
民
会
館
・
市
内
公
共
施
設
で
、

割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
市
民
会
館

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

▼
と
き
／
11
月
29
日
㈫
午
後
７
時
〜

８
時
45
分
　
▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
基
調
講
演

｢

地
域
医
療
の
こ
れ
か
ら｣

・
毛
利 

博
（
市
立
総
合
病
院
院
長
）、
浜
松

医
科
大
学
教
授
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン｢

い
ざ
と
い

う
時
の
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方｣ 

▼
入
場
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
病
院
支
援
室　

内
線
３
１
２

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
中
央
小
跡
地
グ
ラ
ウ
ン

ド　

▼
内
容
／
ビ
ー
ズ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
の
手

づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ス

ビ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

▼
入
場
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
生
涯
学
習
課☎

６
４
３
・
３
０
４
７

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
福
祉
大
学

（
焼
津
市
）　

▼
テ
ー
マ
／
つ
な
げ
よ

う
!!
こ
こ
ろ
の
絆　

※
直
接
会
場
へ

問
静
岡
福
祉
大
学

☎
６
２
３
・
７
０
０
０

高
校
生
福
祉
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト

地
域
医
療
を
考
え
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

い
き
い
き
ま
つ
り
前
夜
祭

市
町
対
抗
駅
伝
結
団
式

て
〜
し
ゃ
ば
ス
ト
リ
ー
ト
１
０
５
の

会
場
で
第
12
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗

駅
伝
に
参
加
す
る
本
市
代
表
選
手
を

発
表
・
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
前

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
７
４

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

節電チャレンジ15　冬の陣　アクションキャンペーン
問環境政策課　内線417

辰のオブジェづくり
問陶芸センター　☎639･0148

女性に対する暴力をなくそう
問男女共同参画課　内線292

　今冬は、電力供給量の減少が予想されます。夏に引き続き、
“オール藤枝”で、電力使用量の前年度比15％カットに取り組
みましょう。電力使用量が前年同月より15％削減できた世帯
には、環境にやさしい賞品を贈呈します。

内容／12月検針分から平成24年２月検針分までの各月の電力
使用量で、前年同月比15％以上の削減に挑戦する

申請方法／平成24年４月20日㈮までに、環境政策課や各市立
公民館に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、検針票
のコピーを添えて、直接、環境政策課へ
賞品／電力使用量の前年同月比15％削減を達成した世帯に
は、達成の月ごとに「ふじえだグリーン乗車券（バス無
料乗車券）」１枚を贈呈します。３カ月連続で達成すると、
地場産品などが購入できる「ふじえだグリーン商品券」を
もれなく贈呈します。

※３カ月分をまとめて提出することもできます。
※申込用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

　来年の干支である辰のオブジェを作って、福を呼び
ませんか。
とき／11月26日㈯（作陶）

12月18日㈰（色付け）
午前の部　午前10時～正午
午後の部　午後１時30分～３時30分

ところ／陶芸センター
内容／来年の干支である辰にちなんだ置物や絵皿など
の作成
定員／各20人（申込順）
参加料／大人1,500円、

高校生以下1,200円
申し込み／11月15日㈫～
25日㈮（21日㈪は除
く）に、電話で陶芸セ
ンターへ

　11月12日㈯～25日㈮は、女性に対する暴力をなくす運
動週間です。暴力を受けている女性は、一人で悩まない
で、下記の窓口に相談してください。
男女共同参画課　※要予約　☎643･3111
面接相談時間／木曜日午後１時30分～４時15分

子ども家庭相談センター　☎643･7227
電話・面接相談時間／
月曜～金曜日の午前９時～午後４時

県配偶者暴力相談支援センター（瀬戸新屋）　☎644･9217
電話相談・面接相談時間／
月曜～金曜日の午前９時～午後５時

県男女共同参画センター　☎272･7879
電話相談時間／月・火・木・金曜日の午前９時～午後 
４時、水曜日午後２時～８時、第２土曜日午後１時～ 
６時
面接相談時間／月・木曜日の午前10時～午後３時、水
曜日午後２時～７時　※要予約

藤枝警察署　☎641･0110（24時間）

電力測定器の無料貸し出し
　電力使用量を「見える化」して、家族で省エネ
に取り組みませんか。市では、「家庭でできる地
球温暖化防止対策」として、電力測定器を無料で
貸し出します。家電製品のコンセント部分に装着
するだけで電力使用量が測定でき、電気料金の換
算だけでなく、二酸化炭素排出量も換算できます。
対象／市内に住んでいる人
貸出期間／１カ月間
貸出台数／１世帯１台（申込順）
申し込み／電話またはＥメール
　で環境政策課へ
kankyoseisaku@city.

fujieda.shizuoka.jp
※家庭全体の電気使用量を測定
できる「省エネナビ」の無料
で貸し出しも行っています。 （設置例）

も
み
じ
茶
会

▼
と
き
／
11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏

屋　

▼
内
容
／
抹
茶

の
点
前（
菓
子
付
き
）

と
箏こ

と

の
演
奏　

▼
参

加
料
／
２
０
０
円

※
直
接
会
場
へ

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

ゆ
ら
く
臨
時
休
館

館
内
設
備
の
点
検
と
修
繕
の
た
め
、

「
ゆ
ら
く
」
を
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
は｢

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

月
間
で
す
。
静
岡
労
働
局

で
は
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の
削
減

な
ど
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
労
働
基
準
法
違
反
な
ど
の

情
報
を
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

問
島
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
４
７
・
３
７
・
３
１
４
８

市
民
無
料
法
律
講
演
会

文
学
館
読
書
会

開
催
予
定
で
す
。

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

内
線
６
７
２

３
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
演
会
で
す
。

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
青
山
雅

幸
さ
ん
（
弁
護
士
）　

▼
演
題
／
法

律
・
裁
判
・
調
停
に
つ
い
て

※
直
接
会
場
へ
。
第
２
回
は
12
月
７

日
㈬
、
第
３
回
は
12
月
21
日
㈬
に
、

▼
対
象
／
高
校
生
以
上　

▼
と
き
・

内
容
／
11
月
19
日
㈯
・
藤
枝
静
男「
我

が
先
生
の
ひ
と
り
」
を
読
む
、
12
月

17
日
㈯
・
小
川
国
夫
「
遊ゆ

う

子し

随ず
い

想そ
う

」

を
読
む　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館
講
座

学
習
室　

▼
受
講
料
／
１
回
５
０
０

円　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０
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ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

ー
製
薬
会
社
勤
務
か
ら
日
本
画

家
へ
の
転
身
。
画
家
を
目
指
す

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
東
京
出

張
の
際
に
寄
っ
た
「
日
展
」
の
会

場
で
、
日
本
画
を
見
て
、
こ
う
い

う
絵
を
描
い
て
み
た
い
と
思
っ
た

の
が
最
初
で
す
。
そ
こ
か
ら
独
学

で
日
本
画
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

　

27
歳
の
と
き
、
偶
然
出
か
け
た

「
院
展
」
で
松
尾
敏
男
先
生
の
作

品
を
目
に
し
、
強
い
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
い
つ
か
「
院
展
」
で
入

選
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
考

え
る
と
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
す

ね
。
翌
年
は
当
然
、落
選
。
そ
れ
が
、

２
年
目
29
歳
で
初
入
選
し
た
ん
で

す
。
10
年
以
上
か
か
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
尾
先
生
に
お
目
に

か
か
る
機
会
が
あ
り
、
弟
子
入
り

を
志
願
し
ま
し
た
。「
本
気
で
や

る
気
に
な
っ
た
ら
来
る
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
、
す
ぐ
に
仕
事
を
辞
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
日
本
画

を
描
き
た
い
一
心
で
し
た
。

ー
日
本
画
の
魅
力
と
は
。

　

一
番
は
絵
の
具
の
色
で
す
。
日

本
画
で
使
用
す
る
絵
の
具
は
、
岩

絵
の
具
と
い
う
鉱
石
を
砕
い
て
作

る
も
の
で
、
自
ら
光
を
発
す
る
ん

で
す
。
膠に

か
わ

で
溶
い
て
使
用
す
る

の
で
、
手
間
が
掛
か
る
の
で
す

が
、
そ
れ
が
ま
た
魅
力
の
一
つ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
象
を
目
の

前
に
制
作
す
る
油
彩
画
と
異
な
り
、

日
本
画
は
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
し
て

描
き
ま
す
。
そ
の
分
、
絵
の
上
に

自
分
の
気
持
ち
を
足
せ
る
ん
で
す
。

積
み
重
ね
て
い
く
作
業
が
、
自
分

に
あ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

ー
絵
を
描
く
原
動
力
は
。

　

藤
枝
に
は
人
工
的
で
は
な
い
魅

力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
自

然
な
自
然
」
と
で
も
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。
自
分
が
見
て
感
動
し

た
自
然
の
姿
を
、
具
現
化
し
た
い

日
本
画
家

松
本
高
明
1945年三重県生まれ。市内平島在住。
静岡大学農学部卒業後、製薬会社に勤務。33歳で日本画
家を志し退職。日本画の大家・松尾敏男氏に師事。2011年、
65歳の今年、市内の青池を描いた「浄

じょう

池
ち

」が第96回日本
美術院展覧会（院展）最高賞の大観賞を受賞。
市内に自宅とアトリエを持ち、創作活動に励む。

日
本
画
家
へ
転
職

絵
に
気
持
ち
を
足
す

「
自
然
な
自
然
」

と
い
う
思
い
が
、
私

の
日
本
画
を
描
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
絵
を
描
き
始

め
た
こ
ろ
か
ら
、
花

を
テ
ー
マ
に
描
い
て

き
ま
し
た
。
花
に
始

ま
り
、
花
に
終
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、

藤
枝
の
自
然
の
良
さ

は
残
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

ー
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
を
振
り

返
っ
て
。

　

作
品
を
作
る
と
い
う
の
は
、
当

然
、
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

展
覧
会
へ
の
出
品
時
期
が
迫
る
と
、

眠
れ
な
い
し
、
食
事
が
ノ
ド
を
通

ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
意
味
、
必
死
に
な
っ
て
い
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

家
族
の
理
解
と
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
会
社
を

辞
め
る
と
決
断
し
た
と
き
も
、
妻

や
家
族
は
文
句
一
つ
言
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と

に
、
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
死
ぬ
ま
で
に
一
枚
で

家
族
へ
の
感
謝
、
そ
し
て

い
い
か
ら
、
気
に
入
っ
た
絵
を
描

き
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
数
多

く
描
き
ま
し
た
が
、
気
に
入
っ
た

絵
は
一
枚
も
な
い
ん
で
す
。

好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命

ふじえだ元気人

ー
藤
枝
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
好
き
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
結
果
が

ど
う
で
あ
れ
、
好
き
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
な
ら
後
悔
は
し

な
い
で
し
ょ
う
。
小
さ
な
後
悔
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
好
き
な
こ
と

だ
っ
た
ら
、
あ
き
ら
め
が
つ
き
ま

す
よ
ね
。

　

ぜ
ひ
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
、
そ
れ
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

日本美術院賞・大観賞受賞作「浄池」

  日本美術院展覧会で最高賞を受賞

▲アトリエで作業する松本さん

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

外国人のための無料相談会

下伝馬商店街　大黒天祭

喜多町タマちゃん　招き猫まつり

第２回英語教育　講演会

笛のしらべ

藤枝混声合唱団　団員募集

藤枝精誠館　空手教室

藤枝美術協会　作品展と講演会

初歩の木版年賀状教室

エネルギー問題を考える会

夢を届ける宅配サンタ
▼とき／11月27日㈰午後２時～４時

▼ところ／文化センター　 ▼内容／在
留資格・国際結婚・帰化の手続きの相
談など　※直接会場へ
問県行政書士志太支部（小山宅）
	 ☎635･4670

▼対象／英語教育に関心がある学生・

作品展

▼ とき／11月15日㈫～20日㈰午前	
９時30分～午後５時（20日は午後４時	
まで）　 ▼ところ／文化センター　 ▼内 
容／会員による作品展　 ▼入場料／無
料　※直接会場へ
講演会

▼とき／11月19日㈯午後３時～４時	
30分　 ▼ところ／文化センター　 ▼講 
師／柴田美

み

千
ち

里
り

さん（造形作家）、松
浦澄江さん（美術家）　 ▼ 演題／多様
化する芸術表現と私の視点　 ▼定員／
60人（先着順）　※直接会場へ
問藤枝美術協会事務局（松澤宅）
	 ☎643･9836

▼ とき／11月19日㈯・20日㈰午前
10時～　 ▼ところ／下伝馬会館前	

▼内容／縁起物の販売（午前10時～）、	
浅羽由紀コンサート（午後１時～）
問酒井宛	 ☎090･3939･7087

▼ とき／11月22日㈫午前10時30分
～午後１時　 ▼ところ／喜多町名店街
事務所　 ▼内容／猫グッズ・小物・食
品の販売、こばと幼稚園ぬり絵の作品
展など
問喜多町名店街	 ☎646･5340

▼とき／11月27日㈰、12月４日㈰・	
11日㈰ ・18日㈰午前９時～正午　 ▼と 
ころ／青島北公民館　 ▼定員／ 10人
（申込順）　 ▼参加料／ 2千円（全４回）	

▼申し込み／11月25日㈮までに、電
話で絵手紙教室（国定宅）へ
	 ☎637･0230

▼ とき／ 12月８日㈭午後３時～５
時（開場は午後２時40分）　 ▼ とこ
ろ／駅南図書館　 ▼講師／荒木信幸さ
ん（静岡理工科大学学長）　 ▼演題／
エネルギー問題と環境　 ▼定員／ 80
人（申込順）　 ▼ 参加料／千円　 ▼ 申
し込み／ 12月１日㈭までに、電話ま
たはファクス・Eメールで志太榛原経
済フォーラムへ
	 ☎646･5435　　646･5461
	 keifou0704s@yahoo.co.jp

サンタクロースの姿で子どもたちにプ
レゼントをお届けします。

▼対象／市内に住んでいる小学校３年	
生以下の子どもがいる家族 　 ▼とき／ 
12月23日㈷午後５時～８時　 ▼定 
員／30人（抽選）　 ▼申し込み／ 11月	
18日㈮までに、ハガキに配達先の住所・	
氏名（保護者・子ども）・年齢・性別・電	
話番号を記入し、〒426–0012市内
田中3–7–45市勤労青少年ホームへ
問藤枝市青年ネットワーク（高橋宛）
	 ☎090･6572･3002

▼
宮
古
島
市
と
本
市
と
の
交
流
は
、

宮
古
島
の
特
産
品
の
一
つ『
も
ず
く
』

と
、
藤
枝
に
あ
る
企
業
の
『
製
造
技

術
』
と
い
う
民
間
連
携
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
10
月
23
日
の
友
好
都
市
提

携
の
際
、「
歴
史
・
文
化
・
風
土
が

違
う
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と
両
市

長
。
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
相
手

の
ま
ち
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
自
分
の
ま
ち
を
語
れ
る
こ
と

が
大
前
提
。
藤
枝
に
は
、
あ
な
た
の

知
ら
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
頃
、
身
の
回
り
に
あ
る
交
流

の
『
種
』
を
探
し
、
育
て
る
こ
と
で
、

交
流
の
花
々
が
咲
く
は
ず
で
す
。

　

企
画
政
策
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
製
薬
会
社
勤
務
か
ら
日
本
画
家
へ
。

27
歳
で
日
本
画
を
描
き
始
め
、
思
い

を
貫
き
約
40
年
。
松
本
高
明
さ
ん
は

今
年
、「
院
展
」
の
最
高
賞
を
受
賞

し
た
。
取
材
で
は
、
松
本
さ
ん
が
歩

ん
だ
人
生
の
機
微
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。「
絵
の
世
界
を
知
ら
な

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
夢
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
か
ら
美
術

大
学
に
通
っ
て
い
た
ら
、
多
く
の
こ

と
が
見
え
て
き
て
、
画
家
に
は
な
ら

な
か
っ
た
か
も
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

反
対
に
、私
た
ち
の
仕
事
は
「
情
報
」

が
命
。
周
り
に
あ
る
「
情
報
」
と
上

手
く
付
き
合
い
な
が
ら
、
夢
を
形
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。　
　

Ⓔ

編

集
後
記

▼ とき／ 11月27日㈰午後１時～４
時　 ▼ところ／藤の瀬会館　 ▼内容／
篠
しの

笛
ぶえ

・尺八の演奏　 ▼ 定員／ 450人

▼入場料／無料　※直接会場へ
問篠笛の会（越智宅）	 ☎644･7572

▼対象／どなたでも（初心者歓迎）　 ▼と 
き／毎週火曜日午後７時30分～９時

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼ 会
費／月2,500円　※直接会場へ
問山下宅	 ☎643･5328

▼対象／園児　 ▼とき・ところ／火・
木曜日…県武道館、水・金曜日…広幡
中学校、土曜日…藤枝中央小学校　午
後７時～８時　 ▼ 定員／各会場10人	

▼会費／無料　 ▼持ち物／運動のでき
る服装　※直接会場へ
問佐藤宅	 ☎643･2312

げんきむらの作品展・即売会と
ミニコンサート

作品展・即売会

▼ とき／11月19日㈯～23日㈷午前
10時～午後５時（23日は午後４時
まで）　 ▼ところ／文化センター　 ▼入
場料／無料　※直接会場へ
ミニコンサート

▼ と き／11月19日㈯午前10時～
11時15分　 ▼ところ／文化センター

▼入場料／無料　※直接会場へ
問NPO法人障害者活動支援団体げん
きむら	 ☎646･0218

一般　 ▼とき／11月19日㈯午後１時
30分～３時　 ▼ ところ／静岡産業大
学　 ▼講師／山野華子さん（英語教室
教師）　 ▼演題／あなたも英語で話せ
る！英語でのコミュニケーションのこ
つ　 ▼入場料／500円（学生は無料）
※直接会場へ
問静岡産業大学（法月研究室）
	 ☎646･5460
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当日午前９時～午後４時は、不動峡入口から会場まで
の道路で、片側交互通行や状況により通行規制を行い
ます。会場周辺は道路が狭く、駐車場も大変少ないた
め、無料シャトルバスか、路線バスをご利用ください。
※歩行者の安全確保のため、会場への車両の乗り入れ
自粛について、ご理解ご協力をお願いします。

無料・シャトルバス

不動峡入口バス停発
12時  45分
13時  00分・15分・45分
14時  00分・15分・45分
15時  00分・15分・45分
16時  00分・15分

〈JR藤枝駅行き〉

JR藤枝駅北口発
９時  00分・15分・30分
10時  00分・15分・30分
11時  00分・15分・30分
12時  00分・15分・30分

〈滝ノ谷不動峡行き〉

※不動峡入口バス停着。会場まで
徒歩約30分。

ゆらく発 200円
10時  51分
※滝ノ谷バス停着。会場まで
徒歩約３分。

JR藤枝駅北口発 400円
８時  32分 11時  42分
10時  12分 13時  12分

〈滝ノ谷不動峡行き〉

※中山バス停着。会場まで徒
歩約50分。

中山バス停発 400円
12時  27分 15時  42分
13時  57分 17時  42分

〈JR藤枝駅行き〉

滝ノ谷バス停発 200円
11時  47分 15時  26分

〈ゆらく行き〉

有料・路線バス ※小学生の運賃はいずれも半額。
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午前９時～午後３時

小雨決行

滝ノ谷不動峡もみじまつりの
様子を撮影した写真を募集！
大きさ／四つ切サイズ（ワイドサ
イズ不可、デジタルカメラ作品
はＡ４サイズ)
応募方法／ 12月９日㈮までに、直
接または郵送（必着）で、市観
光案内所（〒426–0034市内駅前
1–1–2）へ
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